
１３ 
 

 

 

令
和
五
年
十
月
二
十
四
日
提
出 

質

問

第

一

三

号 

       
 
 

原
子
力
災
害
住
民
避
難
計
画
に
係
る
段
階
的
避
難
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

   

提 

出 

者 
 

吉

田

は

る

み 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

原
子
力
災
害
住
民
避
難
計
画
に
係
る
段
階
的
避
難
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

原
子
力
災
害
に
係
る
住
民
避
難
計
画
は
、
「
原
子
力
災
害
対
策
指
針
」
に
よ
り
、
全
面
緊
急
事
態
に
際
し
て
は
、
Ｐ
Ａ
Ｚ

（
原
発
か
ら
概
ね
半
径
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
）
の
住
民
は
、
放
射
性
物
質
の
放
出
前
に
即
時
避
難
す
る
こ
と
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
（
原

発
か
ら
概
ね
半
径
五
～
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
）
の
住
民
は
、
ま
ず
屋
内
退
避
を
し
、
次
い
で
放
射
性
物
質
の
放
出
後
、
緊

急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
に
基
づ
き
、
空
間
放
射
線
量
率
が
一
定
値
以
上
と
な
る
区
域
の
住
民
が
避
難
ま
た
は
一
時
退
避
す

る
こ
と
（
要
配
慮
者
は
別
扱
い
）
と
さ
れ
て
お
り
、
段
階
的
避
難
の
手
法
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
の
住
民

は
、
少
な
く
と
も
低
線
量
の
被
ば
く
を
受
忍
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

一
斉
避
難
で
は
な
く
段
階
的
避
難
と
す
べ
き
正
当
な
理
由
が
な
け
れ
ば
対
象
住
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
と
考
え
る
と
こ

ろ
、
「
原
子
力
災
害
対
策
指
針
」
に
は
、
段
階
的
避
難
の
理
由
の
記
載
が
な
い
。 

 

他
方
で
、
内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
原
子
力
防
災
」
の
「
よ
く
あ
る
御
質
問
」
に
は
、
問
い
「
Ｕ
Ｐ
Ｚ
の
住
民
は
屋
内
退

避
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
被
ば
く
が
心
配
で
す
」
の
回
答
と
し
て
「
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
が
通
過
す
る
時
に
車

中
内
を
含
め
て
屋
外
に
い
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
被
ば
く
す
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
で
す
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
避
難
中
の

被
ば
く
の
お
そ
れ
は
、
即
時
避
難
を
す
る
Ｐ
Ａ
Ｚ
の
住
民
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
り
、
説
得
力
に
乏
し
い
。 



 

２ 

 

 
ま
た
、
内
閣
府
の
広
報
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
原
子
力
発
電
所
か
ら
お
お
む
ね
五
～
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
に
お
住
ま
い
の
み

な
さ
ま
が
行
う
屋
内
退
避
に
つ
い
て
」
に
は
、
問
い
「
な
ぜ
す
ぐ
に
避
難
し
な
い
の
？
」
の
回
答
と
し
て
「
慌
て
て
避
難
す
る

と
、
避
難
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
渋
滞
中
に
被
ば
く
し
た
り
、
体
調
が
悪
化
す
る
な
ど
、
様
々
な
危
険
が
伴
い
ま
す
」
と
あ
る
。 

一 

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
、
避
難
渋
滞
を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
段
階
的
避
難
を
採
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の

理
解
で
良
い
か
。
段
階
的
避
難
を
採
用
し
た
別
の
理
由
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


